



















































































































































































































































































































































































































































































































































?????????????????????????????????????????ヶ??ヶヶヶヶヶヶヶヶヶ ヶヶヶヶヶヶ? ? ??????? ヶ ??
?????????????????????
?????????????????????????????????????? ???????? ??????
5839
5840
5841
5842
5843
5844
5845
5846
5063,5173,5435,5438,5436,5437
5847
5848
5849
5850
5064,5174,5439,5442,5440,5441
5851
5852
5065,5175,5443,5446,5444,5445
5853
5854
5855
5856
5066,5176,5447,5450,5448,5449
5857
5858
5859
5067,5178,5455,5458,5456,5457
5860
5861
5862
5863
すなわち，利用者は画像の蓄積，管理，取り出しなどを意識することなく，
所望の画像を検索するだけで瞬時に取り出すことができる．
このシステムの特徴は，ビデオ方式の大量画像データベースの管理制御を極
めて高速に行うことである．また，検索などの機能を利用者に使い勝手の良い
インタフェースで提供することなどである．システム全体の機器構成図を図5
に示す．これらは，ソニー株式会社との共同研究開発であるが，現在では同社
から製品として市販されている．
画像入力システム
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図4システム構成の概念図
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4システムの実現
4．1画像データベース系
4.1.1画像データ入力系
画像入力系には，図5に示すような多様な入力システムを接続している．こ
れは，追記型ビデオの特色を生し，利用者が自由に画像データの追加を行い，
よりパーソナルな環境を構築することをサポートする．例えば，実像入力装置
による実物の静止画像の入力，ビデオカメラによる動画の入力，各サイズの写
真フイルムからの入力，ビデオスキャナによる入力などを実装している．
4.1.2画像データ蓄積，制御系
奈良絵本などの画像は，画像データベース系の画像蓄積システムに蓄積し管
理される．蓄積媒体はビデオ方式の光ディスク(CRVディスク）である．
CRVディスク片面で,24分10秒の動画，すなわち43,500フレームの静止画を蓄
積することができる.CRVディスクはオートチェンジャ(SONYLVC-3000)
に実装される．ここで用いたオートチェンジャは15枚の光ディスクを実装でき
る．したがって，最大130万枚強の静止画を蓄積することができる．オートチ
ェンジャはCRVディスクの自動倉庫システムであり，選択されたCRVディス
クが1枚ずつシェルフから取り出され,A面かB面かの指定に基づき，ディス
クプレーヤ(SONYLVR-3000N)に装着される仕組みである．
ディスクプレーヤは追記型で，記録，再生が可能なもので，オートチェンジ
ャに内蔵する．ここでは，1台のプレーヤであるが，効率化をはかるためには
2台のプレーヤを内蔵することも可能である.CRVディスクの選択，読み出
し，実装など全てのコマンド制御はホストシステムで行う．
オートチェンジャには，メカニカルな制御とホストシステムのコマンドの実
行を制御するための内蔵コンピュータが付加されている．例えば，ホストシス
－56－
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テムからのディスクIDを受け，そのディスクをシェルフから取り出し，ディ
スクプレーヤに運び再生を可能とすることなどの一連の動作を実際に制御する．
なお，オートチェンジャのディスク入換時間は約18秒である．
4.1.3画像データ出力系
高解像度モニタに画像を表示し，かつ必要に応じてカラービデオプリンタか
らキャビネ版のカラー写真を作る．2系統のRGB信号による画像信号の送り
出しを行う．フレーム単位で送る．フレームの送りを制御する．静止画のため
の高速フレームメモリを持つ．付録に，ビデオプリンタの出力例を挙げる．こ
の例に示すように，ビデオ信号による画像とは思えないほどの絵を作ることが
できる．
4．2ホストシステム系
4.2.1カードの構成
パソコンをホストシステムとして，オートチェンジャの静止画を制御し，検
索を行う．前述のように，データベースはカード型とし，1画面で操作が完結
するよう設計している．
基本設計では，1枚のカード当たり下記の種類のデータを管理するものとす
る．
(1)
(2)
(3)
静止画(CRV)
動画(CRV)
音声（ディジタル）
100枚（すなわち,100フレーム）
2分×3
20秒(8ビット,22.05KHz,ステレオ）
1枚のカードで，静止画及び動画を混在して用いることができる．また，音
声は静止画に付属させることが困難であるから，ホストシステムに付属した音
－57－
響データベースにディジタル方式で蓄積し，管理する．具体的にはMOデイス
クを用いる．動画は3種類の2分間分の動画を制御する．
4.2.2オートチェンジヤの制御
ホストシステムとオー トチェンジャは,9600bpsのRS-232Cシリアルインタ
フェースにより接続制御する．オートチェンジャの動作を制御するためのプロ
トコルを定める．コマンド／レスポンス方式による．8ビットを1単位コマン
ドとし，単独または複合組合せによる機能コマンドを実現している．詳細は割
愛するが，プレーヤの制御コマンド，光ディスクの操作コマンド，通信状況や
装置の状況を知るコマンドなどが用意されている．
これらの接続制御は．カード画面上の操作に埋め込まれているので，利用者
は一切意識する必要はない．画像の検索のみに集中することができる．
4．3画像検索系
4.3.1カードデータベース作成系
カードデータベースの管理システムは,SWECというソニー株式会社製の
DBMSに，オートチェンジャアクセスなどの機能追加と改良を加えたものを用
いる．
画像データベースは静止画をフレーム単位で蓄積する．アクセス情報として
画像にはユニークなIDを振る．通常はフレーム番号を用いる．前述したように，
1枚のカードには10項目のインデックスが定義できる．これらのうちの幾つか
はキーワードとすることができる.DBMSにより，データベースを定義する．
このとき，各項目の名称，属性，大きさなどを与える．キーワードは別表を作
り，キーワードファイルとして，リンクする．例えば，「ささやき竹」の統一
書名項目には，キーワードとして，ささやき竹，ｻｻﾔｷﾀｹ，上中下巻の区別の3
個を定義している．キーワードファイルは，随時追加など更新が可能である．
－58－
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4.3.2カードデータベース管理系
主として,DBMSに基づくデータの更新を行う．これには，カードの登録／
編集，画面設計，静止画，動画，音声の登録／編集処理などがある．カードの
更新はMOにバックアップをとる．編集された画像とカードの整合性を常に確
保しなければならない．
この他，オートチェンジャの管理を行う．例えば，新規ディスクの登録また
は解除，ディスクの挿入や取り出し，装置やシェルフの状況問合せなどがある．
4.3.3カードデータベース利用系
SWECのカード型のデータベースによる.1つの画面でなるべく基本の検索
を実行できることを前提として，開発した．項目に探すべき文字列，あるいは
キーワードを与え検索を行う．予め与えられているキーワード検索は，高速検
索を行うためのものであり，画像の取り出しまでの検索時間を1万件当たり2
秒から3秒を実現している．ただし，オートチェンジャのディスク入換時間を
除く．
項目間の論理検索を可能としている．すなわち，検索機能として前方一致，
完全一致，否定，含む，より大，より小，以上，以下の8種類の機能を実装し
ている．現在，画像データの数は少ないので，論理検索の効果はそれ程効いて
いない．図6に，検索カード画面の1例を示す．図6にも示すように，ユーザ
インタフェースはマウス操作を基本とした．
その他，カード画面の操作として，登録されている静止画の再生／停止，動
画，音声の再生／停止などの機能も持つ．さらに，カードの一覧表示を行い，
この状態からも検索の実行，画像などの再生などを可能としている．
－59－
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図6検索カード画面の実行例
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5．あとがき
第1段階の奈良絵本データベースの開発研究について述べた．研究の目的は
色絵画像データベースの技術蓄積と開発にある．2.3で示した開発段階に沿っ
た研究を行っているが，ここで第1段階の研究結果をまとめる．現在，第2段
階の研究が進行中であるが，第1段階でのアナログ型の画像データベースにつ
いては，ほず当初の目標を達成したと考えている.
このシステムでは100万を越える画像を任意にほぎ瞬時に検索，表示できる
(光ディスクの入換時間約18秒を除く).現在のところ，この検索と表示速度は
ディジタル処理ではほとんど実現が困難な値であり，アナログ型の最大の特徴
である．このシステムはこの点に着目した高速検索性能の実証実験である．
専門的技術を有する業者との共同開発研究を行うことにより，光ディスクオ
ートチェンジャの導入と，そのコンピュータ制御を可能とし，実用化した．通
常の情報検索システムと同じ環境において，目録検索と同時に画像を検索表示
するシステムは，我々の知る限り初めての研究成果である．確かに類似のシス
テムは美術館などでの展示に使われている．しかしながら，研究領域において
画像の細部の研究のための画像データベースの構築と，その研究用データベー
スの整備は例がない．
また，本システムのねらいはマルチメディアデータベースの構築のための実
験にある．そのためにはテキストと音を考盧しなければならない．現在，テキ
ストは開発研究中であるので割愛するが，音声については以下の技術開発を行
った．
光ディスクの場合は1静止画は1フレームに対応させる．この場合，音の蓄
積法が問題である．光ディスクに記録することはできるが，同期が取れない．
そのため，ホストシステムに音響データベースを作る．書き換え可能な大容量
の光磁気ディスク(MO)を用いる．これにより，フレーム画像対応の音響を
-61-
最大20秒間分同期記録させることができた．この方式も初めての試みであり，
ハイブリッドシステムならではの研究成果と言えよう．
なお，動画データベースを実験的に構築している．この場合，音は同時に記
録可能であるが，システムの整合性上，やはりMOを用いている．動画データ
ベースの例として，演能データベースを制作している．演能は能「舟弁慶」の
全体をデータベース化している．データソースにビデオ記録されたものを用い
る（日本ビクター社製，研究用に著作権の利用許諾済)．詳細は別途報告の予
定であるが，シーンの変わり目で，動画の切り替わり目を認識している．最大
の特徴は演能のように時間軸に沿って流れる記録を，ランダムに検索し，再生
できることである．
なお，現在までに，奈良絵本以外にも国文学研究資料館所蔵の数十点の色絵
本，正保版本歌集「二十一代集」などの画像データベースを作成してきている．
すなわち，前述したように，本システムは画像を一般的に取り扱うことができ
るため，拡張は極めて容易である．
本システム開発研究では，既存の製品や技術の組合せでシステム構築が可能
であるかどうかの評価も行っている．市販製品そのものの単純な組合せでは，
このシステムの実現は不可能である．新規技術開発を含め，かなりな部分の改
良，新しい検討が必要であった．専門業者との共同研究が不可欠であった．な
お，製品レベルのシステム構築は研究者へのシステム提供をできる限り容易に
促進するためである．
奈良絵本の1000枚の画像データしか作成していないが，国文学の研究者によ
る評価実験を試みた．高速検索性能については極めて高い評価を得た。未だ，
データが研究に値するほどの質，量ではないとの指摘がある．とくに，画像の
切り出しが専門家の目からは不十分であり，物語の進行が画像によって展開で
きるなどの工夫が要求された．ここでは，挿し絵画像に注目したため，本文に
関するデータ作成が貧弱である．いわゆる，翻刻されたテキストも含め，本来
－62－
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のマルチメディアデータベースの実現が望まれた．
一方，画像の品質の問題がある．色彩の再現性についてはそれほどの問題は
ない．とくに，画像の精細度の問題であろう．アナログ型画像の精細度では研
究の実際の展開には耐えられない．少なくとも，ディジタル画像の200dpi
(dot/inch)以上が要求される．
しかしながら，アナログ型画像でもインデックスとしての役割は充分に果た
すことが可能と考えられる．とりわけ，展示などへの活用は有効である．問題
は画像処理の機能であろう．これは，アナログ型ではあまり期待できない．こ
のことからも，早期に第4段階の研究を開始する必要がある．
今後の課題として，奈良絵本データベースの作品点数を増やすことが考えら
れる．現在,300余点の奈良絵本が存在するようであるが，これらの総合的デ
ータベースが可能であろうか．また，次の課題は研究者への提供である．第1
段階のプロダクトはビデオテープなどに置き換えることは可能である．ただし，
ランダム性は失われる.CD-ROM系のCDIなどの新しいメディアを利用するこ
とが考えられる．
一方では，インターネットによるサービスなども考慮すべきである．この場
合は，良質な画像を流通するためのデータ圧縮法など検討課題は多い．
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奈良絵本データ一夕ベースの開発研究
付録データの入出力例
データ入力画像（フィルム画像，押し絵のページl'l'i像）
データ出力画像（ビデオプリント出力,a-1町像）
<注〉恋の病に臥す関白．勾当内侍とI制防内
侍が見舞う場面（｢ささやき竹」より）．
上が原画，下がビデオ11lﾉJ(拡大画像）
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